
 

 

 

 

 東京の桜が一気に満開となった平成３０
年３月２４日(土)午後１時より午後５時半
まで、東京・調布にある電気通信大学で日
本品質管理学会主催の《第７回科学技術教
育フォーラム》「次期学習指導要領が目指す
人と社会」をテーマに開催されました。 

 統計数理研究所、日本統計学会、応用統計
学会、日本信頼性学会が共催、日本科学技術
連盟、日本規格協会、統計関連学会連合、横
断型基幹科学技術研究団体連合が協賛、文部
科学省、総務省の後援を頂きました。 

前回は高等学校の教育現場での企業との
コラボレーションの実例、データビジュア
ライゼーションの紹介とパネルディスカッ
ションが行われましたが、今回は先生方の
関心事でもある「次期学習指導要領改訂が
目指す人と社会」に関する講演でした。 

３部構成の第１部は「次期学習指導要領
が目指すもの」をテーマに文部科学省初等
中等教育局視学官の長尾篤志先生が「高等
学校数学科 改訂の基本的な考え方」、教科
調査官の鹿野利春先生が「高等学校情報科 

改訂の基本的な考え方」の特別講演です。 

第２部は東京学芸大学の西村圭一教授が
「次世代のための算数数学科の授業づく
り」、電気通信大学の鈴木和幸名誉教授（Ｔ
ＱＥ特別委員会委員長）と電気通信大学大
学院の山下雅代氏が「問題解決における目
標設定の理念と方法」を講演しました。 

第３部は休憩時間中に寄せられた講演へ
の質問に対し、統計センターの椿広計理事
長の司会で講演者が答える総合討論でした。 
第７回フォーラムは学習指導要領改訂が

近いためか参加者の９割近くが小中高等学
校や大学等教育関係者が占めました。
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 開会に先立ちＴＱＥ特別

委員会の委員で、会場提供元

の電気通信大学の横川准教

授が会場の説明などオリエ

ンテーションを行いました。 

 

 

 日本品質管理学会の小原
会長が、第７回科学技術教育
フォーラム開催に際し、ご講
演頂く文部科学省の先生方、

多くの参加者に感謝を伝え
ると共に、熱心な議論をと開
会挨拶を行いました。

 

第１部《招待講演》の司会 

は慶應義塾大学の渡辺先生。 

 

 《招待講演》文部科学省初

等中等教育局の長尾視学官。 

 

 《招待講演》文部科学省生

涯学習政策局の鹿野調査官。 
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《招待講演》の最初は文部

科学省初等中等教育局の視

学官の長尾篤志先生、次期学

習指導要領改訂を控えてご

多忙の中、ご登壇頂きました。 

先に案を公開、パブリック

コメントの募集が行われた

次期学習指導要領が「目指す

もの」と「基本的な考え方」

をテーマに、数学科の目的、

探究的学習の必要性、教科全

体が連携した問題解決教育、

そしてカリキュラムマネジ

メントの重要性についてご

講演がありました。 

また「統計的問題解決の実

践事例」として香川県立観音

寺第一高校の生徒さんが「少

子高齢化」など地元・観音寺

市が直面している問題解決

に取組んだ事例をご紹介頂

きました。 
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 続いてご登壇頂いたのは
文部科学省生涯学習政策局
情報教育課情報教育振興室
教科調査官の鹿野利春先生、
「高等学校 情報科 改訂の
基本的な考え方」をテーマに
ご講演頂きました。 
 ＡＩ、ＩｏＴの発達で人工
知能との協働が可能になり、
自動運転の自動車やロボッ
トの発達で多数の人間が必
要だった作業が、少数の人間
とロボットで行えるように
なると言われます。 
 こうした未来に生き、その
創り手として活躍するため
には、自ら目標を設定し、必
要な情報を見いだし、目的に
応じた納得解を見いだすこ
とが大切であること、そのた
めに「情報科」の果たす役割
は大きいことなどについて
お話し頂きました。 
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 ３番目は日本品質管理学
会のＴＱＥ特別委員会委員
でもある東京学芸大学教授
の西村圭一先生、実社会で活
用できる算数と学問として
の数学との融合により、問題
の発見・解決に役立つ使い易
い「次世代のための算数数学
科の授業づくり」をテーマに
お話し頂きました。 

国際バカロレアミドルイ
ヤープログラムの一環とし
て東京学芸大学附属国際中
等教育学校で生徒に「ＡＥＤ
で救える命を増やそう」をテ
ーマに、問題解決を体験させ
るプロセスを紹介、町のどこ
にＡＥＤを設置すべきかを
議論させ、解決策を導き出す
演習の紹介を頂きました。

 
 ５ 



 

 

 

 

 

 

 

 ４番目は主催者ＴＱＥ特
別委員会の鈴木和幸委員長、
開口一番「“１９００円”の
Big Mac、３６万円の iPhone
を皆さんは買われますか？」 
 １９７０年代までの製品
の品質が悪く国際競争力が
乏しい１ドル：３６０円時代
ではこんな値段になります
と･･･。 
戦後「安かろう、悪かろう」

と形容された日本製品が「高
品質・高信頼性」に生まれ変
わった背景には、戦後創設さ
れた「ＱＣＲＧ（ＱＣResearch 

Group）品質管理研究グルー
プ」による統計学を用いた科
学的問題解決と、この問題解
決を全員で行う「日本的品質
管理」が果たした役割など、
日ごろ学校の先生方にとっ
てほとんど無縁な統計的問
題解決の重要性と日本の品
質管理の歴史について紹介
がありました。 

  

 

 最後に登壇した電気通信
大学大学院の山下雅代氏の
テーマは「問題解決における
目的設定の理念と方法」。 

 初等教育から反映される
べき問題解決の視点として、
人や社会への普遍的な目的
設定の重要性とその具体的
な方法を、誰でもが理解し易
いようアンパンマンを例に
用い、紹介されました。
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 おりしも文部科学省では次期学習指導要

領改訂への作業が進められており、今回のフ

ォーラムでは参加者の多くが初等・中等・高

等教育の先生方という背景もあり、熱心な質

疑応答が行われました。 

 午後５時半過ぎ、すべての講演、総合討論

が終了、ＴＱＥ特別委員会委員長・電気通信

大学の鈴木和幸名誉教授が閉会挨拶に立ち、

熱心な交流に感謝し、閉会しました。 
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